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2023（令和５）年12月１日キ ャ ロ ッ トＡＡＣプレス（１）

お休みのお知らせ
組合の通常業務は、12月28
日（木）正午までになります。

年末年始の組合事務所のお休
みは、12月28日（木）正午～
１月４日（木）です。

仕事始めは、１月５日（金）
午前９時からになります。

組合員の皆さん、よろしくお
願いいたします。

全建総連 第64回定期大会

組組織織のの力力をを結結集集しし、、110000万万人人国国会会請請願願署署名名をを成成功功ささせせ、、
持持続続可可能能なな建建設設業業をを実実現現ししよようう

全
建
総
連
第
六
十
四
回
定
期
大
会
が
十
月
二
十
五
日
（
水
）
〜
二
十
七
日
（
金
）
の
三
日

間
、
群
馬
県
高
崎
市
「
G
メ
ッ
セ
群
馬
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
症
法
上
の
位
置
づ
け
が
「
二
類
相
当
」
か
ら
「
五
類
」
に
移
行
し
た
こ
と
を
う
け
、
四

年
振
り
に
人
数
制
限
を
設
け
な
い
対
面
開
催
で
し
た
。
全
建
愛
知
か
ら
は
二
十
人
、
全
体
で

は
五
十
二
県
連
・
組
合
、
総
勢
千
三
百
二
十
九
人
が
参
加
し
、
来
期
に
向
け
て
活
発
な
議
論

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

人人
数数
制制
限限
のの
なな
いい

対対
面面
開開
催催

初
日
の
本
会
議
で
は
、
主
催

者
を
代
表
し
て
中
西
孝
司
中
央

執
行
委
員
長
か
ら
、
「
私
た
ち

を
取
り
巻
く
状
況
は
、
非
常
に

厳
し
い
状
況
で
す
。
そ
う
し
た

中
、
国
交
省
の
中
央
建
設
業
審

議
会
基
本
問
題
小
委
員
会
で
は

持
続
可
能
な
建
設
業
を
目
指
す

ま
と
め
が
公
表
さ
れ
、
こ
の
提

言
を
踏
ま
え
、
来
年
の
通
常
国

会
で
は
建
設
業
法
の
改
正
が
議

論
さ
れ
る
見
通
し
で
す
。
全
建

総
連
で
は
、
こ
の
議
論
に
仲
間

の
声
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
持

続
可
能
な
建
設
業
の
実
現
に
向

け
た
一
〇
〇
万
人
国
会
請
願
署

名
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

全
国
の
仲
間
の
力
を
結
集
し
、

何
と
し
て
も
国
会
で
の
請
願
採

択
を
勝
ち
取
り
、
賃
金
・
単
価

の
大
幅
引
き
上
げ
、
処
遇
改
善

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と
力

強
い
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

勝
野
圭
司
書
記
長
か
ら
第
六

十
三
年
度
経
過
報
告
・
決
算
報

告
が
さ
れ
た
後
、
代
議
員
か
ら

は
「
C
C
U
S
は
町
場
で
の
普

及
が
低
迷
」
「
豪
雨
災
害
に
対

す
る
支
援
へ
の
お
礼
」
「
四
年

振
り
に
組
織
拡
大
で
対

面
活
動
を
再
開
し
た
」

等
、
活
発
な
報
告
や
質

疑
等
が
あ
り
、
拍
手
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
六
十
四
年
度
運
動

方
針
案
・
予
算
案
が
提

案
さ
れ
た
後
、
代
議
員

か
ら
は
「
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
の
廃
止
・
消
費
税

の
減
税
」
「
健
康
保
険

証
の
廃
止
の
撤
回
を
求

め
る
運
動
」
「
未
来
ビ

ジ
ョ
ン
と
組
織
機
構
改

革
等
委
員
会
の
設
置
」

「
物
価
・
資
源
高
騰
に
対

す
る
取
り
組
み
」
等
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

二
日
目
に
は
、
専
門

部
ご
と
に
九
つ
の
分
科

会
に
分
か
れ
て
議
案
を

討
議
し
ま
し
た
。
ま

た
、
第
七
分
科
会
（
組

織
部
）
で
は
、
全
国
の

各
県
連
・
組
合
の
中
で

全
建
愛
知
が
年
間
実
増

率
第
一
位
と
な
り
優
秀

な
成
績
を
お
さ
め
、
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

最
終
日
の
本
会
議
で
は
、
前

日
の
分
科
会
の
内
容
が
報
告
さ

れ
、
運
動
方
針
案
・
予
算
案
の

採
択
が
行
わ
れ
、
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

新新
執執
行行
部部
がが
誕誕
生生

大
会
表
彰
は
、
全
体
で
五
十

人
の
方
が
対
象
と
な
り
、
全
建

愛
知
か
ら
は
丹
羽
文
秀
元
副
執

行
委
員
長
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
選
出
で
は
、
中
西
孝
司

中
央
執
行
委
員
長
（
香
川
建

労
）
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
全

建
愛
知
か
ら
は
、
副
中
央
執
行

委
員
長
に
鈴
木
貴
雄
執
行
委
員

長
（
住
宅
対
策
部
等
／
新
任
）
、

中
央
執
行
委
員
に
近
藤
金
作
副

執
行
委
員
長
（
教
育
宣
伝
部
／

再
任
）
・
青
井
保
副
執
行
委
員

長
（
財
政
部
／
新
任
）
・
井
上

大
輔
書
記
長
（
税
金
対
策
部
等

／
再
任
）
が
選
出
さ
れ
、
新
執

行
部
が
誕
生
し
ま
し
た
。

最
後
に
宣
言
起
草
委
員
長
を

務
め
た
青
井
副
執
行
委
員
長
か

ら
、
大
会
宣
言
が
読
み
上
げ
ら

れ
た
後
、
採
択
さ
れ
、
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ウ
で
三
日
間
の
大
会
は

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

職職
域域
とと
仕仕
事事
、、生生
活活
とと
健健
康康
をを
守守
るる
たた
たた
かか
いい全国52県連・組合から1,329人の仲間が集結

大会表彰を受ける丹羽文秀元副執行委員長（左）組織拡大表彰を受けた役員（左から伊藤青年部長、杉浦組織部長、山田青協幹事）
ご協力お願いいたします
持持続続可可能能なな建建設設業業のの実実現現にに向向けけたた
「「110000万万人人国国会会請請願願署署名名」」ののおお願願いい

全建総連では、魅力ある、そして持

続可能な建設業に向けて、関連施策の

実現を進めていくために、「建設労働

者の雇用改善、担い手確保・育成に関

する100万人国会請願署名」を、組織

の力を結集して取り組んでいます。

組合員とご家族の皆様など、請願署

名へのご協力をいただきますようよろ

しくお願いいたします。

※詳細は、５頁をご確認ください。
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（２）2023（令和５）年12月１日キ ャ ロ ッ トＡＡＣプレス

健健
康康
診診
断断
のの
受受
診診
資資
格格

健
診
受
診
日
に
お
い
て

「
中
建
国
保
に
加
入
し
て
い

る
本
人
と
二
十
歳
以
上
の
家

族
被
保
険
者
」
に
限
り
ま

す
。但

し
、
二
十
歳
未
満
の
家

族
被
保
険
者
の
方
が
希
望
す

る
場
合
は
、
実
費
負
担
で
受

診
い
た
だ
け
ま
す
。

※
中
建
国
保
未
加
入
の
組
合

員
及
び
組
合
員
外
は
受
診

で
き
ま
せ
ん
。

※
中
建
国
保
に
未
加
入
の
組

合
員
は
加
入
し
て
い
る
医

療
保
険
者
（
市
町
村
・
協
会

け
ん
ぽ
等
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

組組
合合
のの
健健
康康
診診
断断

メメ
リリ
ッッ
トト

特
定
健
診
に
必
要
な
基
本

項
目
の
他
、
大
腸
が
ん
検
診

（
二
日
法
）
を
実
施
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、
労
働
安
全
衛
生

法
に
よ
る
必
須
項
目
も
含
ま

れ
た
健
診
を
実
費
負
担
な
し

で
受
診
で
き
ま
す
。

健健
診診
項項
目目

表表
２２
「「
必必
須須
検検
査査
項項
目目
」」

をを
ごご
確確
認認
くく
だだ
ささ
いい
。。

健健
診診
方方
法法

①①
契契
約約
健健
診診
機機
関関

表表
１１
「
契
約
健
診
機
関
一

覧
表
」
よ
り
、
健
診
機
関
を
選

択
し
、
ご
自
身
で
健
診
予
約

を
二
週
間
前
ま
で
に
お
願
い

し
ま
す
。

※
必
ず
、
中
建
国
保
の
組
合

員
で
あ
る
旨
を
伝
え
て
く

だ
さ
い
。
受
診
日
当
日
、

必
ず
窓
口
へ
「
健
康
保
険

証
」
を
呈
示
し
て
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

※
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で

待
ち
時
間
が
な
く
、
ス
ム

ー
ズ
に
受
診
で
き
ま
す
。

※
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
の
追
加

（
前
立
腺
が
ん
・
子
宮
が

ん
検
診
等
）
は
可
能
で
す

が
、
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
は

自
己
負
担
、
当
日
払
い
に

な
り
ま
す
。

②②
個個
人人
健健
診診

「
①
契
約
健
診
機
関
」
以

外
で
受
診
し
た
場
合
、
中
建

国
保
の
規
定
の
条
件
（
受
診

者
資
格
・
健
診
項
目
）
を
満

た
し
て
い
な
い
と
補
助
が
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

※
受
診
方
法
な
ど
を
ご
案
内

い
た
し
ま
す
の
で
、
必
ず

健
康
診
断
を
受
診
さ
れ
る

前
に
組
合
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

③③
事事
業業
者者
健健
診診

適
用
除
外
事
業
所
＊
１
の

従
業
員
は
労
働
安
全
衛
生
法

に
よ
る
事
業
者
健
診
の
実
施

義
務
が
優
先
す
る
た
め
、
中

建
国
保
は
、
特
定
健
診
の
結

果
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
協
力
費
と
し

て
上
限
一
万
一
千
円
を
支
払

い
ま
す
。
ま
た
、
「
①
契
約

健
診
機
関
」
の
受
診
も
可
能

で
す
。
そ
の
際
、
手
続
き
は

不
要
で
す
。

＊
１

法
人
の
事
業
所
、
ま

た
は
五
人
以
上
の
従
業
員

が
い
る
個
人
事
業
所
で
健

保
適
用
除
外
手
続
き
を
し

て
い
る
事
業
所

補補
助助
金金
額額

表表
２２
「「
必必
須須
検検
査査
項項
目目
」」

の
健
診
を
受
診
し
た
場
合
、

上
限
一
万
一
千
円
ま
で
補
助

し
ま
す
。

④④
巡巡
回回
健健
診診

未
受
診
者
の
方
を
対
象
と

し
て
、
案
内
を
送
り
ま
し

た
。
ご
予
約
の
上
、
ご
受
診

く
だ
さ
い
。

⑤⑤
節節
目目
健健
診診

年
度
中
に
四
十
歳
、
四
十

五
歳
、
五
十
歳
、
五
十
五
歳
、

六
十
歳
、
六
十
五
歳
、
七
十

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
方

が
、
特
定
健
診
に
か
え
て
、

人
間
ド
ッ
ク
（
表表
２２
「「
必必
須須

検検
査査
項項
目目
」」
を
含
む
）
費
用

が
三
万
円
以
上
の
健
診
の
場

合
、
健
診
費
用
に
応
じ
て
補

助
を
し
ま
す
。
健
診
費
用
が

三
万
円
以
上
四
万
円
未
満
の

場
合
、
補
助
額
は
一
万
五
千

円
。
四
万
円
以
上
の
場
合
、

二
万
円
に
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
三
万
円
未
満
の
場
合

は
、
一
万
一
千
円
ま
で
の
補

助
と
な
り
ま
す
。

※
受
診
方
法
な
ど
を
ご
案
内

い
た
し
ま
す
の
で
、
必
ず

健
康
診
断
を
受
診
さ
れ
る

前
に
組
合
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

私
た
ち
建
設
職
人
は
体
が
資
本
で
す
。
健
康
管
理
の
第
一
歩
は
、
定
期
的
な
健
康
診
断

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
ご
自
分
の
大
切
な
お
体
で
す
。
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
に
も
、

年
に
一
度
は
必
ず
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

今
年
度
、
被
保
険
者
四
十
歳
以
上
七
十
五
歳
未
満
の
方
の
受
診
率
七
十
％
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。

今
年
度
も
集
団
健
康
診
断
の
開
催
は
中
止
し
ま
す
。

健
康
診
断
を
受
診
す
る
場
合
は
、
集
団
健
康
診
断
以
外
の
受
診
方
法
で
受
診
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

何
か
と
ご
不
便
や
ご
負
担
な
ど
を
お
掛
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
何
卒
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

健健
康康
診診
断断
のの
おお
知知
らら
せせ

注意事項

集集団団健健康康診診断断以以外外のの受受診診方方法法

契約健診機関以外でも下記「必須検査項目」を受診することで、補助が
受けられます。
（申請方法等については、必ず受診前に組合へご連絡ください。）

下記、契約健診機関で、中建国保の組合員として予約をすることで無料で受診
することができます。

表表１１ 契契約約健健診診機機関関一一覧覧表表
表表２２ 必必須須検検査査項項目目

Ⓐ【基本健診項目】
■問診

自覚症状・既往歴・生活習慣

■理学的検査

視診・触診・打診・聴診

■身体測定

身長・体重・ＢＭＩ・腹囲

■血圧測定

収縮期血圧・拡張期血圧

■血液検査

中性脂肪・ＨＤＬコレステロール・ＬＤＬコレステロール・ＧＯＴ・

ＧＰＴ・γ―ＧＴＰ・ＨｂＡ１Ｃ・空腹時血糖または随時血糖（食後）

■尿検査

尿糖・尿たんぱく

Ⓑ【胸部直接レントゲン撮影】
間接レントゲンは不可

Ⓒ【がん検診】
がん検診であれば項目は問いません

【詳細な健診項目】（医師の判断による追加項目）

心電図・赤血球数・血色素量（ヘモグロビン値）・ヘマトクリット値・眼底検査

Ⓐ基本的な健診項目…………補助額7,000円（最大）

Ⓑ胸部直接レントゲン撮影…補助額2,000円（最大）

Ⓒ各種がん検診………………補助額2,000円（最大）

「Ⓐの基本健診項目」を満たしていないと補助が受けられない場合があります。

今年も6月から巡回健診を実施しています。未受診者を対象に案内を発
送しました。中建国保へ新たに加入された方にも、ご案内を随時発送して
います。

また、健診項目については、特定健診に必要な基本項目、大腸がん検診及
び労働安全衛生法による必須項目のほか、次の独自の項目が追加されます。
【巡回健診の追加項目】
�肝・胆道系検査（ＴＰ、Ｔ―Ｂｉｌ、Ａｌｂ、ＣｈＥ、ＡＬＰ、ＬＤＨ、ＬＡＰ）
�腎臓系検査（ＢＵＮ、クレアチニン、ｅＧＦＲ、ＵＡ）
�膵臓系検査（アミラーゼ）
�貧血検査（Ｆｅ、ＴＩＢＣ、ＵＩＢＣ）
※節目健診の補助を希望される方は、巡回健診の受診はできません。

※受診希望日の２週間前までに、「契約健診機関」へ直接電話予約をしてください。

※エルズメディケア名古屋は、「女性専用」の健康診断機関になります。ご注意ください。

※表１★印以外の契約健診機関で受診され、アスベスト読影をご希望される方は、レン

トゲンデータやフィルムを組合までご提出ください。

適用除外事業所（法人・従業員5人以上の個人事業所）についても表２「必須検査
項目」を受診することで補助が受けられます。
（申請方法等については、必ず受診前に組合へご連絡ください。）

予約受付時間

月～金曜日8：50～17 : 00

土曜日8：50～12：00

月～金曜日
9：00～16 : 30

月～金曜日9：00～17 : 00
土曜日（第一土曜以外）9：00～13 : 00

火～土曜日
9：00～17 : 00

月火水金曜日9：00～19 : 00
木土曜日9：00～11 : 30担当：高見

月～金曜日8：30～17 : 00
土曜日8：30～11 : 30

月～金曜日8：30～17 : 00
土曜日8：30～11 : 00

月～金曜日9：00～17 : 00
土曜日9：00～11 : 00

月～金曜日
9：30～17 : 00

月～金曜日9：00～17 : 30
土曜日9：00～12 : 30

月～金曜日10：00～17 : 00
土曜日10：00～14 : 00

月～金曜日8：30～17 : 30
土曜日8：30～12 : 30

火～土曜日
8：30～16 : 00

月～土曜日
8：30～17 : 00

月～金曜日8：00～18 : 00
土曜日8：00～17 : 00

月～水・金曜日8：30～12：00 16：00～19：00
木・土曜日8：30～12：00

月～金曜日
9：00～16：00

月～水・金・土曜日
9：00～17：00

電話番号

052-821-0090

052-732-2200

0533-59-7171

0566-75-7515

052-481-9191

0561-82-6194

0120-489-545

0564-24-2217
0567-28-5151

（内線3111）

0569-27-7887

0565-57-3366

0532-61-3000

052-737-6500

0586-63-3200

0562-93-8222

0586-73-8818

050-3541-2267

0566-41-6548

所在地

名古屋市南区千竈通７-16-１
名古屋市中村区那古野１-47-１
国際センタービル10F

名古屋市中村区名駅３-28-12
大名古屋ビルヂング９F

愛知郡東郷町大字春木字白土１-1884

名古屋市千種区今池１-８-４

蒲郡市海陽町２-２

安城市相生町14-14

名古屋市中村区道下町２-26

瀬戸市共栄通１-48

岡崎市針崎町字春咲１-３

岡崎市中岡崎町１-10

津島市橘町３-73

半田市神田町１-１

豊田市駒新町金山１-12

豊橋市吾妻町137
名古屋市中区栄２-１-１
日土地名古屋ビル３F

一宮市小信中島字郷中104

豊明市沓掛町石畑180-１

一宮市松降通７-22

名古屋市中区栄２-10-19

碧南市新川町３-88

契約健診機関名

★名古屋セントラルクリニック

★国際セントラルクリニック

★大名古屋ビルセントラルクリニック

★和合セントラルクリニック

★オリエンタル労働衛生協会

★オリエンタル蒲郡健診センター

★三河安城クリニック

★ライフ健康クリニック

★瀬戸健康管理センター

岡崎市医師会はるさき健診センター

宇野病院健診センター

津島市民病院健康管理センター

半田市医師会健康管理センター

中野胃腸病院健診センターなかの

光生会病院総合健診センター

エルズメディケア名古屋（女性専用）

泰 玄 会 西 病 院

中京サテライトクリニック

木 村 ク リ ニ ッ ク

KKCウエルネス名古屋健診クリニック

小林記念病院健康管理センター

②②契契約約健健診診機機関関以以外外でで受受診診すするる（（個個人人健健診診））

④巡回健診 【要予約】

【年度内随時】

①①契契約約健健診診機機関関でで受受診診すするる 【【要要予予約約】】

③③事事業業者者健健診診

※
食
事
は
前
日
の
午
後
九
時
ま
で
に
お
済
ま
せ

い
た
だ
き
、
当
日
、
健
診
終
了
ま
で
、
水
以
外

の
摂
取
は
お
や
め
く
だ
さ
い
。
牛
乳
・
ス

ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
・
清
涼
飲
料
水
・
ガ
ム
・

飴
な
ど
も
検
査
数
値
に
影
響
を
与
え
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
健
診
補
助
は
年
度
内
①
～
⑤
の
い
ず
れ
か
一

つ
に
な
り
ま
す
。
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【
補
助
対
象
者
】

接
種
時
点
で
中
建
国
保
の
資

格
の
あ
る
組
合
員
・
家
族

【
補
助
対
象
と
な
る
接
種
の
時

期
】

令
和
五
年
四
月
一
日
～

令
和
六
年
三
月
三
十
一
日

【
補
助
金
額
】

二
千
円

（
補
助
対
象
者
一
人
当
た
り

年
度
内
二
回
）

【
必
要
書
類
】

①
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
補
助
金
申
請
書

申
請
書
は
、
令
和
五
年
度

中
建
国
保
の
便
利
帳
六
十
三

頁
に
添
付
。

ま
た
、
中
建
国
保
Ｈ
Ｐ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

②
次
の
条
件
を
満
た
す
書
類

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
を
受
け
た
こ
と
が
確
認

で
き
る
も
の

・
接
種
日
、
接
種
を
受
け
た

方
、
医
療
機
関
名
が
確
認

で
き
る
も
の

例
／
領
収
書
の
原
本
、
接
種

証
明
書
の
写
し
、
母
子
手

帳
の
表
紙
及
び
予
防
接
種

の
記
録
欄
の
写
し
等

【
支
給
方
法
】

補
助
金
は
、
申
請
月
の
翌
月

末
に
組
合
員
名
義
の
指
定
口

座
に
振
り
込
み
ま
す
。

※
問
合

健
康
保
険
・
共
済
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

秋秋ののハハガガキキ要要請請行行動動予
防
接
種
を
受
け
よ
う

イイ
ンン
フフ
ルル
エエ
ンン
ザザ

予予
防防
接接
種種
補補
助助
金金
制制
度度

年年末末にに向向けけ
予予算算要要求求運運動動をを強強化化

二二
〇〇
二二
四四
年年
度度

概概
算算
要要
求求
額額

二
〇
二
四
（
令
和
六
）
年
度

国
保
組
合
関
係
予
算
の
概
算
要

求
額
は
、
総
額
二
千
七
百
三
十

二
億
五
千
万
円
、
二
〇
二
三
年

度
当
初
予
算
比
で
二
十
七
億
一

千
万
円
の
増
額
で
の
要
求
と
な

り
ま
し
た
。
削
減
が
厳
し
く
求

め
ら
れ
る
裁
量
的
経
費
に
お
い

て
も
、
高
額
医
療
費
共
同
事
業

補
助
金
で
四
億
七
千
万
円
増
の

三
十
七
億
六
千
万
円
、
特
定
健

診
・
特
定
保
健
指
導
助
成
金
で

一
千
万
円
増
の
五
億
九
千
万
円

の
要
求
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

現
行
補
助
水
準
を
確
保
で
き

た
の
は
、
百
二
十
三
万
枚
を
超

え
る
夏
の
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
や

関
係
省
庁
や
政
党
、
国
会
議
員

へ
の
要
請
行
動
等
、
全
国
の
仲

間
の
奮
闘
に
よ
る
も
の
で
す
。

年年
末末
にに
向向
けけ
運運
動動
強強
化化

全
建
総
連
で
は
年
末
の
予
算

確
定
ま
で
の
間
、
関
係
省
庁
へ

の
要
請
行
動
等
を
行
い
予
算
要

求
運
動
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
全
建
愛
知
も
地
元
国
会

議
員
要
請
行
動
等
の
運
動
を
実

施
し
ま
す
。

秋秋
のの
ハハ
ガガ
キキ
要要
請請
行行
動動

九
月
～
十
月
の
間
、
組
合
員

と
ご
家
族
の
方
々
に
秋
の
ハ
ガ

キ
要
請
行
動
を
お
願
い
し
た
結

果
、
二
万
八
千
三
百
四
十
七
枚

の
ハ
ガ
キ
が
集
ま
り
ま
し
た

（
目
標
達
成
率
九
十
五
・
一
九

％
）
。

手
書
き
さ
れ
た
一
文
字
一
文

字
に
は
、
皆
様
の
た
い
へ
ん
切

実
な
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ハ
ガ

キ
は
、
十
一
月
二
十
二
日
～
二

十
九
日
に
厚
生
労
働
省
と
財
務

省
に
宛
て
て
集
中
投
函
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
の
ご

奮
闘
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

※
二
〇
二
四
年
度
の
国
保
組

合
に
対
す
る
特
別
助
成
額
は
、

決
定
次
第
報
告
い
た
し
ま
す
。

仲
間
の
仕
事
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め

集約された28,347枚のハガキ

中
建
国
保
で
は
、
被
保
険
者

の
健
康
を
願
い
、
保
健
事
業
と

し
て
保
養
施
設
の
利
用
に
補
助

を
行
っ
て
い
ま
す
。

余
暇
を
利
用
し
て
、
心
身
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

補
助
の
対
象
者
は
、
補
助
対

象
の
保
養
施
設
に
宿
泊
し
た
日

に
お
い
て
、
中
建
国
保
の
被
保

険
者
資
格
が
あ
れ
ば
補
助
を
受

け
ら
れ
ま
す
。
（
但
し
、
宿
泊

料
金
が
無
料
の
場
合
は
補
助
の

対
象
者
か
ら
除
き
ま
す
）

補
助
金
は
、
一
人
当
た
り
三

千
円
。
年
度
内
一
回
補
助
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

（
令
和
五
年
四
月
一
日
～
令
和

六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
宿

泊
に
適
用
）

ご
利
用
方
法
は
…

①
施
設
を
利
用
す
る
場
合
は
、

ご
希
望
の
施
設
に
直
接
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

※
「
中
建
国
保
の
便
利
帳
／

令
和
五
年
度
版
」
に
記
載

の
一
部
施
設
が
追
加
や
廃

止
と
な
っ
て
い
ま
す
。
最

新
の
施
設
一
覧
は
中
建
国

保
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

（
Ｈ
Ｐ
）http

s
:/

/
c
h
u
k

e
n
.o

r.jp

②
便
利
帳
の
「
保
養
施
設
利
用

者
補
助
金
申
請
書
」
に
フ
ロ

ン
ト
で
宿
泊
証
明
を
も
ら
っ

て
く
だ
さ
い
。

③
「
申
請
書
」
を
組
合
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
方
法

補
助
金
は
、
申
請
月
の
翌
月

末
に
組
合
員
名
義
の
指
定
口

座
に
振
り
込
み
ま
す
。

※
問
合

健
康
保
険
・
共
済
係
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ご案内 中建国保

保保
養養
施施
設設
のの
利利
用用
でで
補補
助助
金金
支支
給給

ごご
家家
族族
そそ
ろろ
っっ
てて
楽楽
しし
いい
余余
暇暇
をを

年年金金共共済済「「ままごごこころろ」」
―計画的な積み立てを―

年金共済「まごころ」は全建総連が実施する拠出型企業年

金保険です。相互扶助の精神に基づき、公的年金の補完、組

合員さんの老後の生活安定を図ることを目的とした、貯蓄

型の保険です。

払込掛金は税法上、生命保険料控除（一般用）になります。

■まごころの特徴■

①60歳から70歳までの間に年金受取開始を選択できま

す。

②年金の種類は６種類。受取時に選択していただきます。

（一時金として受取ることも可能です）

③掛金とは別に年２回、１口10万円単位で一時金の積増

ができるので、将来の受取金額を増やすことができま

す。また、加入中に所定の事情が生じた場合、積立金の一

部を引き出すことができます。（１回あたり20万円以

上１万円単位）

■加入対象■

新規加入は随時受付しています。

満18歳以上満67歳以下までの組合員さんとその同居

のご家族で、定年までの予定加入年数が満３年以上の方

です。

１口５千円、最高20口（10万円）まで掛けていただ

けます。

今回、次の期間で一時払積増の受付をいたします。

■一時払積増期間■

令和５年12月10日～令和６年３月10日

※各期間中に１回ずつ積増ができます。

老後のゆとりを育てるには計画的に積立ていくことが大

切になります。

新規加入・一時払積増、その他詳しくは、健康保険・共

済係までお問い合わせください。

健健康康保保険険料料払払込込通通知知書書のの
発発送送おお申申しし込込みみはは、、おお早早めめにに

税金の申告で健康保険料は、社会保険料控除の対象です。
中建国保にご加入の方で、払込通知書が必要な方は、組合へご
連絡ください。払込通知書を発行し、組合員本人のご自宅へ郵送
します。
但し、事業所や親方さんがまとめて引落されている場合は、事
業所または親方さんへ郵送します。
なお、ご連絡のない方には払込通知書の発行はいたしません。
また、口頭、FAX での回答はさし控えさせていただきますので余
裕をもってお申し込みください。おお申申込込みみいいたただだききままししたた払払込込通通
知知書書はは、、1122月月上上旬旬頃頃のの発発送送予予定定ととななりりまますす。。
※平成28年度から名称が「払込証明書」から「払込通知書」に
なり、10月20日時点のお手続き状況を反映した払込済み額と
払込予定額の表示となります。また、毎月の組合費2,400円・
支部費500円については通知に含まれませんのでご了承くださ
い。

年年度度内内
２２回回補補助助
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十
月
二
十
二
日
（
日
）
青
年

部
主
催
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

は
、
五
年
前
に
企
画
し
て

大
好
評
だ
っ
た
Ｓ
Ｌ
乗
車

体
験
と
お
寿
司
食
べ
放
題

を
復
活
さ
せ
ま
し
た
。

今
回
も
募
集
人
数
百
二

十
名
で
募
集
し
ま
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
明
け
で
な
か

な
か
人
数
も
集
ま
ら
ず
、

バ
ス
二
台
（
五
十
三
名
）

で
一
人
座
席
二
つ
使
え
る

計
算
の
快
適
な
バ
ス
ツ

ア
ー
に
な
り
ま
し
た
。

出
発
か
ら
最
初
の
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
ま
で
渋
滞
す

る
こ
と
も
な
く
、
予
定
通

り
に
休
憩
を
し
て
、
い
よ

い
よ
皆
さ
ん
お
待
ち
か
ね
の
大

井
川
鐡
道
へ
出
発
。
予
定
よ
り

早
く
新
金
谷
駅
に
到
着
。
バ
ス

か
ら
見
え
る
Ｓ
Ｌ
を
見
て
、
私

た
ち
青
年
部
世
代
は
ト
ー
マ
ス

の
音
楽
や
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
頭

を
よ
ぎ
り
ま
し
た
が
、
若
い
世

代
や
子
ど
も
た
ち
は
「
無
限
列

車
だ
」
「
鬼
滅
の
刃
だ
」
と
、

大
興
奮
。
時
の
流
れ
を
感
じ
ま

し
た
。
レ
ト
ロ
な
車
両
に
乗
り

込
み
、
出
発
を
待
っ
て
い
る
と

…
な
ん
と
、
僕
ら
の
ヒ
ー
ロ
ー

「
ト
ー
マ
ス
」
が
駅
に
向
か
っ

て
走
っ
て
き
ま
し
た
。
出
発
ま

で
に
ま
だ
時
間
も
あ
っ
た
の
で

全
員
車
両
か
ら
飛
び
出
し
て
写

真
撮
影
で
す
。
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
「
ワ
ー
ワ
ー
」
「
キ
ャ
ー

キ
ャ
ー
」
大
は
し
ゃ
ぎ
。
私
も

企
画
側
の
立
場
で
し
た
が
、

ト
ー
マ
ス
が
見
ら
れ
る
と
は
夢

に
も
思
わ
ず
感
動
で
し
た
。

撮
影
も
終
わ
り
、
皆
で
車
内

に
戻
っ
て
よ
う
や
く
出
発
で

す
。
普
段
は
聞
く
こ
と
の
な
い

汽
笛
の
音
や
「
ガ
タ
ン
ゴ
ト

ン
」
と
い
う
最
高
の
乗
り
心
地

に
車
内
は
大
盛
り
上
が
り
。

ト
ン
ネ
ル
の
中
で
は
窓
か
ら

「
ス
ス
」
が
入
っ
て
き
て
少

し
顔
が
黒
く
な
っ
た
り
、
と

て
も
楽
し
い
思
い
出
が
で
き

ま
し
た
。
駅
に
到
着
し
て
、

「
Ｓ
Ｌ
」
に
皆
で
さ
よ
う
な

ら
を
し
て
、
次
は
昼
食
場
所

の
焼
津
魚
セ
ン
タ
ー
へ
バ
ス

で
出
発
。
一
時
間
ほ
ど
か
け

て
会
場
に
到
着
し
た
時
に

は
、
皆
お
腹
ペ
コ
ペ
コ
で
会

話
が
少
な
か
っ
た
で
す
。
お

寿
司
の
食
べ
放
題
に
子
ど
も

も
大
人
も
大
喜
び
。
夢
だ
っ

た
「
ウ

ニ
・
イ

ク

ラ
・
ウ

ニ
・
イ
ク
ラ
」
の
ヘ
ビ
ー
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
を
体
験
し
ま
し

た
。昼

食
後
は
、
自
由
時
間
と
な

り
買
い
物
や
デ
ザ
ー
ト
な
ど
を

楽
し
み
ま
し
た
。
帰
り
の
バ
ス

で
は
、
ビ
ン
ゴ
大
会
を
楽
し
み

な
が
ら
無
事
に
帰
っ
て
き
ま
し

た
。家

に
帰
っ
て
子
ど
も
に
「
パ

パ
、
Ｓ
Ｌ
楽
し
か
っ
た
。
あ
り

が
と
う
」
と
、
言
わ
れ
た
時
に

は
涙
で
前
が
見
え
ま
せ
ん
で
し

た
。
青
年
部
幹
事
に
な
っ
て
、

良
か
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。

【
山
本
正
則
青
年
部
幹
事

記
】

穏
や
か
な
天
候
に
恵
ま
れ

た
、
十
月
二
十
七
日
（
金
）
シ

ニ
ア
倶
楽
部
は
、
秋
の
湖
東
三

山
巡
り
と
長
浜
散
策
の
旅
を
開

催
し
ま
し
た
。

組
合
員
二
十
六
人
・
配
偶
者

十
八
人
、
書
記
局
二
人
、
総
勢

四
十
六
の
参
加
者
を
乗
せ
た
バ

ス
は
、
最
初
の
目
的
地
、
長
浜

へ
向
け
金
山
駅
を
出
発
し
ま
し

た
。車

中
で
は
、
コ
ロ
ナ
で
四
年

振
り
に
会
う
仲
間
と
の
再
会
に

終
始
楽
し
い
笑
い
声
が
絶
え
ま

せ
ん
で
し
た
。

二
時
間
程
で
長
浜
に
到
着
し

ま
し
た
。
秋
風
に
吹
か
れ
な
が

ら
古
い
街
並
み
を
散
策
す
る
方

や
、
ガ
ラ
ス
館
の
色
鮮
や
か
な

グ
ラ
ス
を
見
入
る
方
な
ど
楽
し

い
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
お
腹
も
空
き
だ
し

昼
食
会
場
で
用
意
さ
れ
て
い
た

の
は
「
近
江
牛
の
す
き
焼
き
」

で
し
た
。
と
っ
て
も
や
わ
ら
か

い
肉
で
味
が
染
み
、
参
加
者
の

皆
さ
ん
か
ら
大
好
評
で
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
い
よ
い
よ
湖

東
三
山
（
西
明
寺
・
金
剛
輪

寺
・
百
済
寺
）
巡
り
に
な
り
ま

す
。
西
明
寺
は
、
山
深
く
に
あ

り
険
し
い
石
段
が
連
な
り
、
本

堂
は
鎌
倉
時
代
初
期
に

建
立
さ
れ
、
釘
を
使
わ

れ
な
い
勇
壮
な
た
た
ず

ま
い
か
ら
、
国
宝
第
一

号
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
の
方
々

は
、
石
段
を
少
し
少
し

上
り
本
堂
ま
で
た
ど
り

着
き
、
十
二
神
将
や
不

動
明
王
並
・
二
童
子
等

に
参
拝
し
て
い
ま
し

た
。参

加
者
か
ら
は
、「
旧

友
と
楽
し
く
会
話
が
で

き
、
の
ん
び
り
と
秋
の

旅
を
楽
し
め
ま
し
た
」
と
、
感

謝
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
バ
ス
は
順
調
に
金
山
駅
に

着
き
、
仲
間
と
の
別
れ
を
惜
し

み
な
が
ら
、
次
回
の
再
開
を
約

束
し
て
い
ま
し
た
。

青
年
部
／
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

シ
ニ
ア
倶
楽
部
日
帰
り
研
修
会
／

秋
の
湖
東
三
山
巡
り
と
長
浜
散
策
の
旅

旧
友
と
楽
し
い
再
会
に
花
を

咲
か
せ
ま
し
た

秋
風
を
感
じ
な
が
ら
、大
井
川
鐡
道「
Ｓ
Ｌ
乗
車
」と

焼
津
さ
か
な
セ
ン
タ
ー「
お
寿
司
食
べ
放
題
」

SLを前にハイチーズ

参加者の皆さん（金剛輪寺にて）

さぁ～お寿司だ 食べるぞ
十
一
月
二
日
（
木
）
、
教
育

宣
伝
部
は
全
建
愛
知
会
館
に
お

い
て
支
部
通
信
員
会
議
二
〇
二

三
を
開
催
し
ま
し
た
。

現
在
、
支
部
通
信
員
は
全
て

の
支
部
か
ら
登
録
が
あ
り
四
十

六
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回

そ
の
う
ち
支
部
通
信
員
歴
が
五

年
未
満
の
方
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
教
宣
部
担
当
役
員
、
書

記
局
員
を
合
わ
せ
た
総
勢
十
九

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

中
央
機
関
紙
と
し
て
毎
月
発

行
し
て
い
る
機
関
紙
「
全
建
総

連
」
に
携
わ
る
、
全
建
総
連
正

垣
教
育
宣
伝
部
長
を
講
師
に
お

招
き
し
、
機
関
紙
に
関
す
る
基

本
的
な
こ
と
を
中
心
に
「
取
材

の
仕
方
、
記
事
の
書
き
方
」
を
講

義
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

正
垣
教
育
宣
伝
部
長
は
、
参

加
し
た
支
部
通
信
員
に
「
５
Ｗ

１
Ｈ
」
を
聞
き
出
し
、
今
、
実

際
に
や
っ
て
い
る
支
部
通
信
員

会
議
の
こ
と
を
皆
で
記
事
に
し

て
み
ま
し
た
。
正
垣
部
長
か

ら
、
今
日
の
講
習
で
一
番
印
象

に
残
っ
た
こ
と
は
何
か
と
尋
ね

ら
れ
、
通
信
員
か
ら
は
、
「
記

事
を
よ
り
深
み
を
出
す
た
め
に

は
、
仲
間
の
声
を
書
く
」
「
取

材
記
事
は
、
私
を
出
し
て
は
い

け
な
い
」
な
ど
、
活
発
に
受
け

答
え
し
て
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
支
部
通
信
員
か
ら

は
、
「
と
て
も
分
か
り
や
す
い

講
義
で
、
記
事
書
き
の
コ
ツ
を

掴
ん
だ
。
今
後
の
支
部
レ
ク
記

事
に
活
か
し
て
い
き

た
い
」
と
、
話
し
て

い
ま
し
た
。

限
ら
れ
た
時
間
で

し
た
が
、
参
加
し
て

い
た
だ
い
た
支
部
通

信
員
の
皆
さ
ん
に
機

関
紙
の
基
本
と
な
る

こ
と
を
学
習
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
学
習

を
基
に
今
後
の
支
部

通
信
員
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

教
育
宣
伝
部
／
支
部
通
信
員
会
議
二
〇
二
三

記
事
書
き
の
コ
ツ
を
掴
ん
だ

十
月
十
四
日
（
土
）
、
全
建

愛
知
会
館
に
て
「
お
墓
じ
ま
い

＆
終
活
勉
強
セ
ミ
ナ
ー
」
を
受

講
者
十
八
名
で
開
催
し
ま
し

た
。

株
式
会
社
名
港
葬
儀
の
草
野

信
也
さ
ん
を
講
師
に
お
招
き
し

て
、
一
時
間
半
に
わ
た
り
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
ず
、
「
お
墓
じ
ま
い
」
と

は
何
な
の
か
と
い
う

説
明
か
ら
始
ま
り
、

現
在
の
お
墓
事
情
や

お
墓
じ
ま
い
を
す
る

理
由
、
お
墓
じ
ま
い

の
流
れ
、
お
墓
じ
ま

い
で
の
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
、
具
体
例
を
用
い

て
わ
か
り
や
す
く
、

裏
話
も
交
え
て
説
明
い
た
だ
き

ま
し
た
。

次
の
「
終
活
」
で
は
、
終
活
の

手
引
き
（
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
）
が
参
加
者
に
配
付
さ
れ
、

い
つ
、
ど
の
よ
う
に
記
載
す
る

べ
き
か
を
わ
か
り
や
す
く
説
明

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
師

が
話
さ
れ
た
、「
終
活
は
ノ
ー
ト

を
書
い
て
終
わ
り
で
は
な
い
。

死
後
ど
う
し
た
い
？
な
ど
家
族

み
ん
な
で
話
し
合
っ
て
決
め
て

い
く
も
の
」
と
い
う
言
葉
が
と

て
も
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

講
演
終
了
後
、
参
加
者
か
ら

多
数
の
質
問
を
い
た
だ
き
、
ま

た
、
勉
強
会
終
了
後
も
個
別
に

講
師
に
質
問
す
る
参
加
者
に
対

し
、
丁
寧
に
応
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
大
変
参

考
に
な
っ
た
。
元
気
な
う
ち
に

今
後
の
こ
と
を
考
え
て
い
き
た

い
」
な
ど
お
声
を
い
た
だ
き
、

大
変
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま

し
た
。

社
会
保
障
対
策
部

おお
墓墓
じじ
まま
いい
＆＆

終終
活活
勉勉
強強
セセ
ミミ
ナナ
ーー

〜
い
ざ
と
い
う
時
の
不
安
を
解
消
し
よ
う
〜

勉強会の様子

力の入った講義をする正垣教宣部長
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二
〇
二
四
年
四
月
か
ら
、
働

き
方
改
革
関
連
法
が
建
設
業
に

全
面
適
用
（
時
間
外
労
働
の
上

限
規
制
等
）
さ
れ
ま
す
。
建
設

労
働
者
の
長
時
間
労
働
の
是
正

や
週
休
二
日
制
の
推
進
、
適
切

な
賃
金
水
準
の
確
保
な
ど
の
雇

用
改
善
は
喫
緊
の
課
題
で
あ

り
、
こ
れ
ら
に
起
因
す
る
他
産

業
と
の
人
材
獲
得
競
争
の
激
化

や
高
齢
化
に
よ
る
深
刻
な
担
い

手
不
足
、
他
産
業
を
大
幅
に
上

回
る
有
効
求
人
倍
率
の
高
止
ま

り
の
解
消
も
急
務
と
な
っ
て
い

ま
す
。

建
設
労
働
者
数
の
減
少
に
歯

止
め
が
か
か
ら
な
け
れ
ば
、
社

会
資
本
の
維
持
管
理
・
更
新
や

災
害
復
旧
等
を
適
切
に
行
う
こ

と
が
困
難
と
な
り
、
国
民
生
活

に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
建
設
労
働

者
の
処
遇
改
善
に
向
け
て
、
建

設
業
共
通
の
制
度
イ
ン
フ
ラ
で

あ
る
、
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

シ
ス
テ
ム
（
Ｃ

Ｃ
Ｕ
Ｓ
）
を
活

用
し
た
取
り
組

み
の
推
進
が
極

め

て

重

要

で

す
。全

建

総

連

（
全
建
愛
知
の

上
部
団
体
、
五

十
三
県
連
・
組

合
が
加
盟
し
全

国
六
十
一
万
人

の

組

織
）
で

は
、
魅

力

あ

る
、
そ
し
て
持

続
可
能
な
建
設

業
に
向
け
て
、

関
連
施
策
の
実

現
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、「
建

設
労
働
者
の
雇
用
改
善
、
担
い

手
確
保
・
育
成
に
関
す
る
一
〇

〇
万
人
国
会
請
願
署
名
」
を
、

組
織
の
力
を
結
集
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

組
合
員
と
ご
家
族
の
皆
様
な

ど
、
請
願
署
名
へ
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

要
望
事
項

①
建
設
労
働
者
の
雇
用
改
善
、

能
力
開
発
の
推
進
及
び
向
上

を
図
る
と
と
と
も
に
、
高
い

水
準
の
賃
上
げ
に
向
け
た
環

境
整
備
に
努
め
る
こ
と
。

②
建
築
大
工
を
は
じ
め
と
し
た

若
年
者
等
の
入
職
・
定
着
を

促
進
し
、
建
設
業
の
担
い
手

確
保
・
育
成
を
推
進
す
る
こ

と
。

③
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス

テ
ム
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）
の
普
及

促
進
を
図
る
こ
と
。

署
名
に
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

「
一
〇
〇
万
人

国
会
請
願
署
名
」のお願

い

持
続
可
能
な

建
設
業
の
実
現
に
向
け
た

出会いは婚活パーティーから…
６年前、本部青年部主催の「婚活パーティー」に

参加しました。そのパーティーでとっても素敵な方

と楽しく話ができ、次の二次会で意気投合するよう

になりました。

その後、お付き合いが始まり、休日にはドライブ・

遊園地・買い物などへ行き愛を深め、昨年２月に結

婚しました。

感謝の気持ちでいっぱい…
私たち建設職人は仕事柄、なかなか女性の方と接する機会がないため、

出会いの場として「婚活パーティー」を企画していただいた本部青年部と、

そこで妻と出会えた縁には感謝しかありません。

今は、家庭を持つことができ大切な家族のため、これまで以上に仕事に

励んでいます。

内容充実の組合共済制度…
最初にいただいた「結婚祝金」。そして、今年の春に娘が生まれ「出産

祝金」をいただくことができました。まさか、２つもお祝をいただけると

は思ってもいませんでした。とても嬉しく思います。

全建愛知には、若者世代に嬉しい共済制度がたくさんあります。ぜひ、

未加入の方は、充実した組合共済制度がある全建愛知に加入してくださ

い。

丹羽則文さん

ココーーナナンンＰＰＲＲＯＯででおお買買物物ををすするるとと特特別別優優待待「「３３％％割割引引」」
県内に８店舗あるコーナンＰＲＯでお得にお買物することができます。令和５年11月１日現在

の組織人員は、１５，００３人。
引き続き組織拡大にご協

力よろしくお願いします。

■期 間 2024（令和６）年６月３０日（日）まで

■内 容 コーナンＰＲＯでお会計の際に「組合員手帳」を

提示すると、特別優待「３％割引」にてお買物が

できます。組合員手帳の「組合員証」欄には氏名

等を記入してから、レジにお並びください。

■対象店舗

コーナンＰＲＯ一宮店

コーナンＰＲＯ宝生店

コーナンＰＲＯ小牧店

コーナンＰＲＯ新小牧パワーズ店

コーナンＰＲＯ熱田四番町店

コーナンＰＲＯ春日井稲口店

コーナンＰＲＯ新守山店

コーナンＰＲＯ浜松和田店

第第５５弾弾

丹羽則文さんからの喜びの声をいただきました

「「全全建建愛愛知知にに入入っってて良良かかっったた」」

おお得得なな情情報報組織人員

シリーズ
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住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
を
考
え
て

い
る
消
費
者
の
相
談
に
対
応
す

る
と
と
も
に
、
積
極
的
に
助
言

な

ど

を

行

い
、
住

宅

の

リ

フ
ォ
ー
ム
の
健
全
な
普
及
を
促

進
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
皆
様
も
増
改

築
相
談
員
資
格
を
取
得
し
て
有

効
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
時

・
令
和
六
年
二
月
二
日
（
金
）

・
令
和
六
年
二
月
四
日
（
日
）

い
ず
れ
か
一
日
の
受
講
。

午
前
九
時
三
十
分
～

午
後
六
時
二
十
分

■
会
場

全
建
愛
知
会
館

■
研
修
内
容

・
相
談
・
工
事
の
進
め
方

・
介
護
保
険
に
お
け
る
住
宅

改
修

・
関
連
融
資
・
住
宅
の
税
金

・
住
宅
の
点
検
と
補
修

・
考
査
等

■
受
講
資
格

住
宅
の
新
築
工
事
又
は

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
関
し

実
務
経
験
が
五
年
以
上
あ

る
こ
と
。

■
受
講
料

組
合
員

二
万
五
千
円

組
合
員
外

三
万
五
千
円

※
テ
キ
ス
ト
・
昼
食
込

■
締
切

一
月
十
九
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合

住
宅
対
策
部
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

住宅対策部
受
講
者
募
集
中

「「
増
改
築
相
談
員

新
規
研
修
会
」」開開
催催

労
働
安
全
衛
生
法
・
関
係
法

令
に
基
づ
く
、
「
玉
掛
け
技
能

講
習
会
」
を
次
の
と
お
り
実
施

い
た
し
ま
す
。

学
科
・
実
技
を
計
三
日
間
受

講
し
、
規
定
の
成
績
を
得
た
方

に
技
能
講
習
修
了
証
が
交
付
さ

れ
ま
す
。
受
講
ご
希
望
の
方
は

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
受
講
日
程
（
三
日
間
）・
会
場

◎
学
科
・
実
技

三
月
二
日
（
土
）

三
月
三
日
（
日
）

愛
知
県
職
業
訓
練
会
館

名
古
屋
市
西
区
浅
間
二
�
三
�
一
四

◎
実
技

三
月
九
日
（
土
）

愛
知
県
立
高
等
技
術
専
門
校

名
古
屋
市
北
区
安
井
二
�
四
�
四
八

■
受
講
資
格

【
一
般
コ
ー
ス
】

・
十
八
歳
以
上
の
者

【
特
例
コ
ー
ス
】

・
十
八
歳
以
上
の
者

・
次
の
い
ず
れ
か
の
業
務
の
実
務

経
験
が
六
ヵ
月
以
上
あ
る
者
。

①
つ
り
上
げ
荷
重
一
ｔ
以
上
の

ク
レ
ー
ン
等
の
玉
掛
け
補
助

業
務
（
有
資
格
者
の
指
導
確

認
印
が
必
要
）

②
玉
掛
け
特
別
教
育
者
で
、
つ

り
上
げ
荷
重
一
ｔ
未
満
の
ク

レ
ー
ン
等
の
玉
掛
け
業
務

（
事
業
者
証
明
が
必
要
）

■
会
費

【
一
般
コ
ー
ス
】
三
万
八
千
円

【
特
例
コ
ー
ス
】
三
万
六
千
円

■
締
切

一
月
二
十
六
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合

技
術
対
策
部
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

「「
玉玉
掛掛
けけ
技技
能能
講講
習習
会会
」」開開
催催

主婦の会日帰り研修会開催参参加加者者募募集集
組
合
員
の
皆
様
、
労
働
管

理
、
労
働
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
で

困
っ
た
と
き
は
、
提
携
し
て
い

る
社
会
保
険
労
務
士
に
相
談
で

き
ま
す
。

電
話
相
談
は
、
無
料
。

労
務
相
談
会
に
つ
い
て
は
、

三
十
分
無
料
で
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

〇
電
話
相
談
�
随
時

〇
労
務
相
談
会
�
予
約
制

�
日
時

十
二
月
二
十
六
日
（
火
）

午
前
十
時
・
十
時
三
十
分
・

十
一
時
・
十
一
時
三
十
分

（
各
三
十
分
ず
つ
）

�
会
場

全
建
愛
知
会
館

�
申
込
締
切

十
二
月
十
九
日
（
火
）

※
ご
相
談
の
方
は
、
ま
ず
組
合

ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

社社
会会
保保
険険
労労
務務
士士
にに
よよ
るる

社会保険労務士に 賃金
問題 無無

料料
のの
電電
話話
相相
談談
・・

個個
別別
相相
談談
会会
をを
実実
施施

イチゴ狩り＆掛川花鳥園へ行きましょう ご 相 談 を ！

セクハラ・
パワハラ

労働条件
の変更日本一の広いハウスで章姫・紅ほっぺ・かおり野など、甘～い

イチゴをお腹いっぱい食べましょう。また、花と鳥とのふれあい

が楽しめるテーマパーク「掛川花鳥園」は、100種1,000羽

の珍しい鳥たちと１年中咲き乱

れる満開の花々が皆様をお迎え

します。

忙しい日々の生活を忘れて、

癒されてみませんか。この機会

にぜひご参加ください。

■日 程 令和６年１月29日（月）／雨天決行

■乗車場所 イオン金山店前

午前７時50分集合・午前８時00分出発

■行 程 金山→ジャパンベリー（いちご狩り）→焼津さか

なセンター（昼食・お買物）→掛川花鳥園（入園）

→金山

■参加資格 組合員とその家族（但し、女性のみ。お子様はご

遠慮ください）

■定 員 40名

■会 費 １人4,700円（事前振込／振込手数料はご負担

ください）

お申込み後の参加取消しは、キャンセル料が生じ

ることがあります。

■申込方法 支部名、組合員名、参加者名、住所、電話番号、FAX

番号、携帯電話番号を明記の上、FAX でお申し込

みください（電話での受付はいたしません）。

締切後、参加者に受付確認兼振込の案内を送付い

たします。

FAX 052-653-0181

■申込期間 12月７日（木）午前９時00分～（定員になり次

第締切）

申込期間前に送信されたＦＡＸについては無効と

なります。

■問 合 主婦の会担当／田中・久田までご連絡ください。

その他の
労働問題

退職・解雇

前回の日帰り研修会の様子

全全建建総総連連主主催催 「「労労働働安安全全標標語語」」募募集集
全建愛知の上部団体である全建総連／

労働対策部は、皆さんの労働安全対策を

呼び掛けるため、「労働安全標語」を募

集します。

皆さんのご応募、お待ちしています。

■応募資格

組合員とその家族

■応募方法

①標語 ②応募者氏名 ③組合員氏名

④組合員との続柄 ⑤〒・住所 ⑥電話

番号の６項目を記入し、全建愛知まで

ハガキ又は FAX にてご応募ください。

■締切

令和６年１月５日（金）必着

■備考

・標語は、労働安全に関する標語で、

出来るだけ分かりやすい表現で簡潔

なもの。

・応募は、お一人につき１作品。

・最優秀作品１点・優秀作品９点の受

賞者に賞品を贈ります。（賞品は、受

賞者のみとなり参加賞等はありません）

・最優秀賞の標語は、全建総連作成「労

働安全ポスター」へ掲載させていた

だきます。

・受賞10作品を、厚生労働省による

「全国安全週間のスローガン募集」

へ応募いたします。

・審査は、全建総連が開催する労働対

策部の会議にて行い、発表は賞品の

発送をもってかえさせていただきま

す。

・応募作品の著作権は、全建総連に帰

属するものとします。

・過去に入選した作品の再応募または

模倣作品の応募はお断りします。

■申込・問合

全建愛知／労働対策部までご連絡ください。

受受講講要要件件がが
「「55年年以以上上」」へへ
緩緩和和さされれままししたた
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木
曽
川
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程

一
月
二
十
日
（
土
）

■
会
場

美
恵
寿
し

千
種
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程

一
月
二
十
八
日
（
日
）

■
会
場

ル
ブ
ラ
王
山

昭
和
支
部
青
年
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

＆
支
部
総
会
（
健
康
体
力
づ
く
り
）

■
日
程

二
月
十
一
日
（
日
）

■
会
場

名
古
屋
グ
ラ
ン
ド
ボ
ウ
ル

東
海
支
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

（
健
康
体
力
づ
く
り
）

■
日
程

十
二
月
三
日
（
日
）

■
会
場

半
田
グ
ラ
ン
ド
ボ
ウ
ル

西
支
部
／
Ｕ
Ｓ
Ｊ
の
旅

■
日
程

十
二
月
三
日
（
日
）

■
行
先

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

ス
タ
ジ
オ
ジ
ャ
パ
ン

南
支
部
青
年
部
／
日
帰
り
大
阪

旅
行
Ｉ
Ｎ
吉
本
新
喜
劇

■
日
程

十
二
月
三
日
（
日
）

■
行
先

名
代
鶴
亀
家
、
吉
本
新
喜
劇

一
宮
支
部
／
忘
年
会

■
日
程

十
二
月
十
日
（
日
）

■
会
場

な
に
が
し
一
宮
店

緑
支
部
主
婦
の
会
／
フ
ラ
ワ
ー
教
室

■
日
程

十
二
月
二
十
一
日
（
木
）

■
会
場

南
生
協
病
院
ロ
ー
タ
リ
ー

ダ
ー
シ
ェ
ン
カ
大
高
店
二
階

昭
和
支
部
主
婦
の
会
／
生
け
花
教
室

■
日
程

十
二
月
二
十
九
日
（
金
）

■
会
場

川
原
神
社

緑
支
部
青
年
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

（
健
康
体
力
づ
く
り
）

■
日
程

一
月
二
十
一
日
（
日
）

■
会
場

名
古
屋
グ
ラ
ン
ド
ボ
ウ
ル

港
支
部
／
支
部
新
年
会

■
日
程

一
月
二
十
一
日
（
日
）

■
会
場

パ
ー
ゴ
ラ
十
五
階
マ
リ
オ

ッ
ト
ア
ソ
シ
ア
ホ
テ
ル

守
山
支
部
／
新
春
初
詣
の
旅

■
日
程

二
月
四
日
（
日
）

■
行
先

伊
勢
神
宮

海
部
支
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

＆
懇
親
会（
健
康
体
力
づ
く
り
）

■
日
程

二
月
二
十
五
日
（
日
）

■
会
場

稲
沢
グ
ラ
ン
ド
ボ
ウ
ル

南
支
部
主
婦
の
会
／
忘
年
会

■
日
時

十
二
月
二
十
二
日
（
金
）

午
前
十
一
時
三
十
分
～

■
会
場

木
曽
路

笠
寺
店

■
会
費

五
百
円

※
欠
席
の
場
合
で
も
会
費
は

い
た
だ
き
ま
す

■
参
加
資
格

組
合
員
の
配
偶
者

■
定
員

十
五
名

■
〆
切

十
二
月
十
日
（
日
）

■
申
込
・
問
合

小
塩
ま
で

℡
０
９
０-
４
２
３
９-

２
０
６
１

平
日
は
午
後
五
時
以
降
。

土
日
は
終
日
。

シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
終
日
（
折

り
返
し
連
絡
し
ま
す
）

中
村
支
部
主
婦
の
会
／
忘
年
会

■
日
時

十
二
月
十
四
日
（
木
）

午
前
十
一
時
三
十
分
～

■
会
場

名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル

エ
ス
コ
フ
ィ
エ

■
〆
切

十
二
月
五
日
（
火
）

■
備
考

会
費
な
ど
詳
細
は
、

内
藤
ま
で

■
申
込
・
問
合

℡
０
９
０-

３
２
５
６-

４
３
４
５

津
島
支
部
／

お
正
月
用
生
け
花
教
室
＆
ラ
ン
チ

■
日
時

十
二
月
二
十
三
日
（
土
）

午
前
十
時
～

■
会
場

レ
ス
ト
ラ
ン
天
王

佐
屋
本
店

■
会
費

千
五
百
円

■
締
切

十
二
月
十
三
日
（
水
）

■
備
考

組
合
員
氏
名
・
参
加

者
氏
名
・
℡
・
�
番
号
を
ご

記
入
の
上
、
�
に
て
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

■
申
込

佐
藤
ま
で

�
０
５
６
７-

６
７-

３
１
２
１

一
宮
支
部
主
婦
の
会
／

お
正
月
生
花
教
室

■
日
程

十
二
月
二
十
七
日
（
水
）

午
前
九
時
～
正
午

■
会
場

ア
イ
プ
ラ
ザ
一
宮

■
会
費

千
五
百
円

■
持
ち
物

花
器
、
剣
山
、
は
さ
み

■
定
員

二
十
名

■
〆
切

十
二
月
五
日
（
火
）

■
申
込
・
問
合

武
藤
ま
で

�
０
５
８
６-

４
３-

４
２
３
５

℡
０
９
０-

３
５
５
６-

２
６
４
９

千
種
支
部
主
婦
の
会
／

正
月
花
の
生
け
花
教
室

■
日
程

十
二
月
二
十
八
日
（
木
）

午
前
十
時
～

■
会
場

覚
王
山
消
防
詰
所

■
会
費

千
円

■
持
ち
物

花
器
、
剣
山
、
ハ

サ
ミ
、
新
聞
紙

■
〆
切

十
二
月
十
五
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合

酒
井
ま
で

℡
０
９
０-

１
８
６
２-

１
６
３
１

中
村
支
部
シ
ニ
ア
倶
楽
部
／

半
田
街
め
ぐ
り
＆
懇
親
会

■
日
程

一
月
十
四
日
（
日
）

■
行
先

半
田
赤
レ
ン
ガ
建

物
・
魚
太
郎
・
ミ
ツ
カ

ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
他

■
会
費

五
千
円

■
参
加
資
格

中
村
支
部

七
十
歳
以
上
の
組
合
員
さ
ん

■
〆
切

十
二
月
十
五
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合

柴
田
ま
で

℡
０
９
０-

３
１
５
４-

７
４
７
５

中
村
支
部
青
年
部
／
交
流
会

■
日
時

一
月
二
十
日
（
土
）

午
後
七
時
三
十
分
～

■
会
場

定
楽
屋
名
古
屋
金
山
店

■
会
費

千
円

■
参
加
資
格

令
和
六
年
一
月

二
十
日
現
在
四
十
歳
以
下
の

中
村
支
部
組
合
員
。

■
〆
切

一
月
十
三
日
（
土
）

■
申
込
・
問
合

山
田
ま
で

℡
０
９
０-

６
０
９
３-

５
２
７
０

十
月
初
め
の
良
く
晴
れ
た
土

曜
日
、
ナ
ガ
シ
マ
リ
ゾ
ー
ト
一

泊
を
開
催
し
ま
し
た
。

私
は
、
早
め
に
着
い
て
大
広

間
の
最
前
列
で
ビ
ー
ル
を
飲
み

な
が
ら
石
井
明
美
歌
謡
シ
ョ
ウ

が
始
ま
る
の
を
待
ち
ま
し
た
。

「
Ｃ
Ｈ
Ａ-

Ｃ
Ｈ
Ａ-

Ｃ
Ｈ
Ａ
」

が
流
行
っ
た
の
は
三
十
七
年

前
。
「
ラ
ン
バ
ダ
」
～
「
Ｓ
Ｈ

Ｏ
Ｗ

Ｍ
Ｅ
」
と
聞
い
て
い
る

う
ち
に
バ
ブ
ル
の
頃
が
懐
か
し

く
思
い
出
さ
れ
ま
し
た
。

夕
食
は
、
豪
華
な
バ
イ
キ
ン

グ
料
理
で
し
た
。

東
支
部
の
宴
会
は
乾
杯
も
挨

拶
も
一
本
締
め
も
無
く
て
気
楽

で
す
。
た
だ
、
２
ス
テ
ー
ジ
見

な
が
ら
食
べ
過
ぎ
て
、
ほ
と
ん

ど
食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

食
事
後
は
、
大
カ
ラ
オ
ケ
大

会
で
す
。
レ
ク
初
参
加
の
方
が

多
か
っ
た
せ
い
か
、
最
初
の
一

時
間
は
誰
も
来
て
く
れ
ず
、
一

人
で
熱
唱
し
て
い

た
ら
声
が
枯
れ
ま

し
た
。

な
ば
な
の
里
に

は
帰
り
に
寄
り
ま

し
た
。
行
き
倒
れ

に
な
る
ほ
ど
寒

か
っ
た
昨
年
と
違
い
、
十
月
の

風
は
心
地
よ
く
、
あ
た
り
一
面

の
コ
ス
モ
ス
が
風
に
揺
れ
て
綺

麗
で
し
た
。

二
十
名
近
く
の
方
が
レ
ク
初

参
加
と
い
う
の
は
、
今
ま
で
に

な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
小
さ
な

お
子
さ
ん
も
た
く
さ
ん
来
て
く

れ
て
、
に
ぎ
や
か
で
楽
し
い
支

部
レ
ク
で
し
た
。

【
向
井
稔
通
信
員
】

東
支
部
／

第
二
回
ナ
ガ
シ
マ
リ
ゾ
ー
ト
一
泊
旅
行

バ
ブ
ル
よ
も
う
一
度
！
石
井
明
美
歌
謡
シ
ョ
ウ
♪

風に揺れるコスモス

カラオケ大会

中
川
熱
田
支
部
は
、
十
月
十

四
日
（
土
）
か
ら
一
泊
二
日
で
健

康
体
力
づ
く
り
を
兼
ね
た
紅
葉

の
白
山
・
白
川
郷
ホ
ワ
イ
ト
ロ

ー
ド
の
旅
を
開
催
し
ま
し
た
。

バ
ス
二
台
の
六
十
三
名
が
秋

晴
れ
の
中
、
世
界
遺
産
の
白

川
郷
合
掌
集
落
へ
。
観
光
客

も
多
く
ど
ぶ
ろ
く
祭
り
で
大

賑
わ
い
。
秋
風
が
心
地
良
く
、

「
も
う
少
し
ゆ
っ
く
り
し
た

か
っ
た
」
と
、
言
う
声
も
。

そ
の
後
、
白
山
・
白
川
郷
ホ

ワ
イ
ト
ロ
ー
ド
を
少
し
早
い
紅

葉
や
滝
を
見
な
が
ら
標
高
差
の

ド
ラ
イ
ブ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

宿
泊
先
で
は
夕
食
を
し
な
が

ら
の
ビ
ン
ゴ
大
会
。
全
員
が
ビ

ン
ゴ
す
る
ま
で
盛
り
上
が
り
、

マ
ジ
ッ
ク
と
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ

シ
ョ
ー
を
観
賞
し
ま
し
た
。

翌
日
は
、
加
賀
伝
統
工
芸
村

を
散
策
。
お
買
い
物
ス

ポ
ッ
ト
に
も
四
か
所
立
ち

寄
り
、
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン

グ
に
満
足
。

秋
夕
焼
け
の
美
し
い
名

古
屋
金
山
に
到
着
。
今
回
、

初
参
加
も
あ
り
、
次
回
の

参
加
を
呼
び
掛
け
て
散
会

し
ま
し
た
。

【
位
田
仁
美

記
】

も
う
少
し
ゆ
っ
く
り
し
た
か
っ
た
な
ぁ

中
川
熱
田
支
部
／

紅
葉
の
白
山・白
川
郷
ホ
ワ
イ
ト
ロ
ー
ド
の
旅

今月の組合費等の自動引落

日は27日（水）です。26日（火）

までに、預金残高をご確認く

ださい。

尚、引落不能の場合は、下表

のとおり翌月

に延滞金が加

算されます。

合掌造りをバックに記念写真
Ｐick－Up12月 こよみ

ノーベル賞１日 世界エイズデー、職場のハ

ラスメント撲滅月間開始

３日 福岡国際マラソン、

障害者週間（～９日）

４日 人権週間（～10日）

７日 大雪

８日 針供養

10日 世界人権デー、

ノーベル賞授賞式

14日 赤穂義士祭（東京、兵庫など）

22日 冬至

24日 全国高校駅伝、

競馬・有馬記念

25日 クリスマス

31日 大みそか

ダイナマイトを発明したアルフレッ

ド・ノーベルの遺言と遺産の一部で作

られた賞で、授賞式はノーベルの命日

に開催されます。運営の財団が1900

年に設立され、翌年から受賞が始まり

ました。国際的な賞では世界最古で

す。平和活動家のベルタ・フォン・

ズットナーと知り合い、ノーベルは世

界平和を考えるように。「平和賞」が

あるのはその意思をくんだと言われて

います。平和賞はノルウェーのオスロ

で、その他はスウェーデンのストック

ホルムで、授賞式が開かれます。

盛り上がったマジックショー

（12月10日）

こちらからも
返答できます

自動引落のお知らせ

１ヵ月 300円
２ヵ月 800円
３ヵ月1,800円
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◎
ニ
コ
ニ
コ
で
し
た
ヨ

先
日
、
下
の
娘
が
結
婚
し
ま

し
た
。
式
の
当
日
は
、
晴
天
に

恵
ま
れ
、
見
事
な
秋
晴
れ
。
父

親
と
し
て
、
泣
き
ま
く
る
か
な

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
む
し

ろ
、
終
始
ニ
コ
ニ
コ
顔
で
し
た

ヨ
。
「
こ
れ
か
ら
も
幸
せ
に
」

と
思
う
父
で
す
。

【
南
区
／
小
森
伸
次
さ
ん
】

※
末
永
く
お
幸
せ
に

◎
美
味
し
い
で
す
よ

栗
き
ん
と
ん
の
美
味
し
い
季

節
に
な
り
ま
し
た
。
毎
年
、
中

津
川
の
栗
き
ん
と
ん
を
楽
し
み

ま
す
。
今
年
も
間
違
い
な
い
美

味
し
さ
で
し
た
。

【
あ
ま
市
／
村
田
直
美
さ
ん
】

※
私
も
大
好
き
で
す

◎
２
エ
リ
ア
が
開
園

孫
と
娘
と
ジ
ブ
リ
パ
ー
ク
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
大
き
な
猫

バ
ス
に
孫
は
大
喜
び
。
楽
し
い

一
日
で
し
た
。

【
守
山
区
／
立
松
典
子
さ
ん
】

※
ゆ
っ
く
り
行
っ
て
み
よ

◎
何
も
か
も
値
上
げ
ば
か
り

大
学
生
と
高
校
生
の
息
子
二

人
の
食
べ
盛
り
を
抱
え
、
ス
ー

パ
ー
へ
行
く
た
び
に
た
め
息
が

出
ま
す
。
年
に
何
回
も
値
上
が

り
す
る
食
品
、
何
と
か
な
り
ま

せ
ん
か
。

【
一
宮
市
／
臼
井
智
子
さ
ん
】

※
ホ
ン
ト
不
満
で
す
ね

◎
つ
い
つ
い
…

食
欲
の
秋
で
す
。
つ
い
つ
い

食
べ
て
飲
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

心
な
し
か
お
腹
も
ふ
く
ら
み
…

も
う
す
ぐ
健
康
診
断
で
す
。
ヤ

バ
イ
…
ヤ
バ
イ
気
が
し
ま
す
。

【
尾
張
旭
市
／
緒
方
宏
貴
さ
ん
】

※
減
量
、
ガ
ン
バ
っ
て

◎
卒
業
し
て
三
年
に
な
り
ま
す

家
族
で
出
す
年
賀
状
を
卒
業

し
て
、
三
年
目
に
な
り
ま
す
。

終
活
の
一
つ
と
し
て
実
行
し
ま

し
た
。
た
だ
で
さ
え
、
忙
し
い

師
走
の
一
仕
事
が
な
く
な
っ

て
、
や
め
て
良
か
っ
た
で
す
。

【
豊
田
市
／
内
山
昌
子
さ
ん
】

※
そ
れ
も
一
理
あ
り
ま
す
ね

◎
こ
れ
は
異
常
で
す

十
一
月
に
入
っ
て
も
夏
日

（
二
十
五
度
以
上
）
が
続
く
の

は
、
や
は
り
異
常
気
象
な
の
で

は
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

を
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
。

【
南
区
／
浅
野
清
三
さ
ん
】

※
ど
う
な
っ
て
る
ん
で
し
ょ
う

◎
こ
の
制
度
、
助
か
り
ま
す

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
っ

て
き
ま
し
た
。
今
年
は
、
か
か

ら
な
い
た
め
に
も
中
建
国
保
の

補
助
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
こ
う

と
思
い
ま
す
。
す
ご
く
助
か
り

ま
す
。

【
南
区
／
小
出
た
か
し
さ
ん
】

※
皆
さ
ん
接
種
し
て
く
だ
さ
い
ね

◎
上
手
に
出
来
ま
し
た

今
年
も
干
し
柿
を
作
り
ま
し

た
。
暖
か
す
ぎ
る
の
で
カ
ビ
が

心
配
で
し
た
が
、
美
味
し
く
出

来
上
が
り
ま
し
た
。
冷
凍
し
て

ゆ
っ
く
り
食
べ
ま
す
。

【
犬
山
市
／
小
川
逸
子
さ
ん
】

※
ホ
ン
ト
美
味
し
い
で
す
よ
ね

◎
次
は
ホ
ー
ム
ラ
ン
だ
ぁ

野
球
の
試
合
で
初
め
て
三

ベ
ー
ス
ヒ
ッ
ト
を
打
ち
ま
し

た
。
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
次
は
、
も
っ
と
練
習
し
て

ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
ち
た
い
で
す
。

【
稲
沢
市
／
鈴
木
大
翔
さ
ん
】

※
ガ
ン
バ
レ
応
援
し
て
い
る
よ

◎
マ
マ
は
、
や
る
か
ら
ね

十
年
振
り
に
禁
煙
を
始
め
ま

し
た
。
値
上
げ
が
き
っ
か
け
で

し
た
が
、
子
供
の
教
育
費
も
か

か
る
一
方
な
の
で
、
良
い
き
っ

か
け
に
し
て
続
け
た
い
と
思
い

ま
す
。
と
に
か
く
食
欲
を
抑
え

た
い
。

【
瀬
戸
市
／
加
藤
菜
美
子
さ
ん
】

※
偉
い
。
ガ
ン
バ
レ

◎
嬉
し
い
悲
鳴

四
人
目
の
孫
が
生
れ
ま
し

た
。
一
人
増
え
る
ご
と
に
子
守

を
頼
ま
れ
る
と
、
体
力
が
い
り

ま
す
。
可
愛
い
孫
の
た
め
に
、

じ
っ
じ
・
ば
ぁ
ば
、
体
力
作
り

を
し
な
け
れ
ば
～
。

【
名
東
区
／
福
山
正
晴
さ
ん
】

※
体
力
勝
負
で
す
ね

◎
大
き
く
な
っ
た
な
ぁ

娘
の
成
人
式
の
前
撮
り
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
私
が
成
人

式
に
着
た
振
袖
を
着
て
く
れ

て
、
感
慨
も
ひ
と
し
お
で
し

た
。

【
各
務
原
市
／
亀
山
多
賀
子
さ
ん
】

※
次
は
、娘
さ
ん
の
お
子
さ
ん
へ
…

◎
図
書
カ
ー
ド

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
正
解

を
頑
張
り
た
い
。
あ
と
一
枚
。

図
書
カ
ー
ド
が
当
た
る
と
、
あ

の
本
が
買
え
る
。
早
く
読
み
た

い
と
思
い
な
が
ら
、
ク
ロ
ス

ワ
ー
ド
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

図
書
カ
ー
ド
の
お
陰
で
読
書
が

で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
、
応
募
し

て
図
書
カ
ー
ド
を
当
て
ま
し
ょ

う
。

【
北
区
／
平
田
康
弘
さ
ん
】

※
引
き
続
き
、ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す

◎
自
家
製
の
堆
肥
作
り

家
庭
菜
園
を
楽
し
み
始
め
た

の
で
、
前
々
か
ら
興
味
の
あ
っ

た
コ
ン
ポ
ス
ト
を
導
入
し
ま
し

た
。
野
菜
く
ず
や
枯
葉
、
も
み

が
ら
、
雑
草
な
ど
を
土
と
混
ぜ

て
お
く
と
堆
肥
に
な
る
の
で
、

次
の
シ
ー
ズ
ン
へ
と
家
庭
ゴ
ミ

を
減
ら
し
な
が
ら
楽
し
み
が
で

き
ま
す
。

【
天
白
区
／
竹
内
英
男
さ
ん
】

※
環
境
に
優
し
い
エ
コ
で
す
ね

◎
猫
ち
ゃ
ん
、
あ
り
が
と
う

永
年
飼
っ
て
い
た
猫
が
亡
く

な
り
ま
し
た
。
老
夫
婦
に
と
っ

て
は
、
猫
言
葉
で
し
ゃ
べ
り
癒

し
猫
で
し
た
。
夫
が
重
病
で
入

院
し
て
い
て
、
猫
ち
ゃ
ん
が
身

代
わ
り
に
な
っ
て
く
れ
た
の
か

と
思
い
な
が
ら
、
庭
に
葬
り
ま

し
た
。

【
豊
明
市
／
日
高
ユ
ミ
子
さ
ん
】

※
そ
う
で
す
よ
。お
元
気
で
い
て
く
だ
さ
い

◎
三
つ
目
を
購
入

最
近
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
や
り

始
め
ま
し
た
。
マ
イ
ボ
ー
ル
三

個
目
、
買
い
ま
し
た
。

【
緑
区
／
服
部
昌
義
さ
ん
】

※
ス
ゴ
イ
。
本
格
的
で
す
ね

さ
ぁ
、
皆
さ
ん
挑
戦
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

正
解
者
の
中
か
ら
、
抽
選
で

二
十
名
様
に
図
書
カ
ー
ド
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
応
募
ド
シ
ド
シ

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
近
況
報
告

に
つ
い
て
は
、
掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ご

理
解
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

【【
ヨヨ
ココ
のの
カカ
ギギ
】】

①
…
カ
ー
ド
。
…
ソ
ン
グ
。

⑤
二
〇
二
四
年
の
干
支

⑦
氷
柱
っ
て
何
て
読
む
？

⑧
ル
ド
ル
フ
は
サ
ン
タ
さ
ん
の

ソ
リ
を
引
く
赤
鼻
の
…
で
す

⑩
別
名
を
タ
テ
ガ
ミ
ト
カ
ゲ
と
も

⑪
メ
キ
シ
コ
を
代
表
す
る
料
理

⑬
積
み
重
ね
て
遊
び
ま
す

⑮
風
邪
を
引
い
て
コ
ン
コ
ン

⑯
…
に
よ
っ
て
、
…
の
ご
と

し
、
い
つ
も
同
じ
で
す

⑱
今
年
の
新
語
、
…
大
賞
は
？

㉒
世
の
中
を
批
評
す
る
…
漫
画

㉓
旅
行
に
出
発
す
る
こ
と

【【
タタ
テテ
のの
カカ
ギギ
】】

①
サ
ン
タ
さ
ん
の
贈
り
物
が

入
っ
て
い
る
か
な
？

②
ラ
イ
ラ
ッ
ク
の
花
の
こ
と

③
打
球
が
大
き
く
そ
れ
ま
し
た

④
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
…

⑤
能
あ
る
…
は
爪
を
隠
す

⑥
物
事
の
そ
の
後
を
追
っ
て
調

べ
る
…
調
査

⑨
鎌
は
弁
慶
の
…
道
具
の
一
つ

⑫
品
質
や
程
度
が
高
い
…
品

⑭
雨
ま
じ
り
の
雪
で
す

⑮
「
そ
ん
な
…
は
聞
き
た
く
な
い
」

⑰
武
器
（
？
）
は
最
後
っ
屁

⑲
善
光
寺
参
り
を
す
る
動
物

⑳
…
は
世
に
つ
れ
、
世
は
…
に

つ
れ

㉑
モ
ン
ゴ
ル
高
原
の
…
砂
漠

■
応
募
方
法

①
問
題

の

答

え
②
〒
・
住

所
・
℡
③
氏
名
④
年
齢
⑤
組
合

員
氏
名
と
続
柄
（
本
人
・
妻
・

子
等
）
⑥
皆
さ
ん
の
周
り
で
起

き
た
近
況
報
告
を
書
い
て
、
十

二
月
十
一
日
（
月
）
ま
で
に
組

合
の
教
宣
部
へ
、
ハ
ガ
キ
ま
た

は
�
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
先
月
号
の
答
え

イ
チ
ョ
ウ
ナ
ミ
キ

■
当
選
者

高
原

明
大
さ
ん
他
十
九
名

《解き方》イラストをヒントにして、二重ワクの６文

字をうまく並べてできる言葉は？

■
一
月
号
の
原
稿
締
切

十
二
月
七
日
（
木
）

【
編
集
後
記
】

◎
三
頁
「
中
建
国
保
／
保
養

施
設
」
で
す
が
、
年
末
年

始
の
お
休
み
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
と
っ
て
も
お
得

で
す
よ
。
ち
ょ
っ
と
遠
出

し
て
み
る
の
も
い
い
か

も
。

◎
今
年
も
、
あ
と
一
ヶ
月
で

す
。
新
し
い
年
、
辰
年
に

な
り
ま
す
ね
。
ホ
ン
ト
早

い
・
と
に
か
く
早
い
。
年

末
も
慌
た
だ
し
く
過
ぎ
て

い
き
ま
す
ね
。
あ
れ
、
何

か
や
り
忘
れ
た
こ
と
な

か
っ
た
か
な
。

○さ
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